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済
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
に
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
す
で
に
貯
蔵
容
量
の
七
七
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
使
用
済
燃
料
は
、
再
処
理

さ
れ
る
予
定
で
す
。

し
か
し
、
青
森
県
六
ヶ
所
村
に
あ
る
再
処

理
工
場
は
、
二
〇
二
四
年
の
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
稼
働
す
る
見
込
み
で
、
処
理
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
使
用

済
燃
料
の
処
理
ま
で
の
時
間
的
猶
予
の
確

保
と
し
て
、
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
拡
大
が
重

要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
役
割
を
担
う
の
が
中

間
貯
蔵
施
設
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
能
力
拡
大
に

関
す
る
主
な
取
り
組
み
に
は
い
ろ
い
ろ
な
方

法
が
あ
り
ま
す
が
、
リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
と
乾
式

貯
蔵
が
日
本
で
は
申
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

リ
ラ
ッ
キ
ン
グ
と
い
う
方
法
は
、
使
用
済

燃
料
を
保
管
す
る
プ
ー
ル
の
容
量
を
増
や

す
方
法
で
す
。
プ
ー
ル
の
サ
イ
ズ
を
大
き
く

す
る
の
で
は
な
く
、
ラ
ッ
ク
の
格
子
間
隔
を

狭
め
る
こ
と
で
同
じ
広
さ
で
よ
り
多
く
の

燃
料
を
貯
蔵
す
る
方
法
で
す
。

乾
式
貯
蔵
は
、
一
年
以
上
プ
ー
ル
で
冷
や

さ
れ
た
使
用
済
燃
料
を
乾
式
キ
ャ
ス
ク
と
呼

ば
れ
る
金
属
製
の
頑
丈
な
容
器
に
入
れ
て
保

中
間
貯
蔵
で
再
処
理
ま
で
の
時
間
を

確
保
す
る

わ
が
国
で
は
原
子
力
発
電
所
で
使
い
終

わ
っ
た
燃
料
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
再
び
燃

料
と
し
て
使
用
し
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
量
と
放
射
能
の
有
害
度
を
低
減
で
き

る
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
の
原
子
燃

料
サ
イ
ク
ル
で
、

原
子
力
発
電
所

と
再
処
理
工
場

の
間
に
中
間
貯

蔵
施
設
を
設
け

る
こ
と
で
、
発

電
所
内
の
使
用
済
燃
料
の
容
量
確
保
と
、
再

処
理
ま
で
の
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

現
在
、
原
子
力
発
電
所
で
保
管
さ
れ
て
い

る
使
用
済
燃
料
は
、
各
発
電
所
に
あ
る
使
用

中
間
貯
蔵
と
は

― 

そ
の
役
割
と
運
用
は 

―

追跡

原子力
使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
口
県
上
関
町
の
西
哲
夫
町
長
は
、
八
月
一
八
日
に
中
国
電
力
と
関
西

電
力
が
上
関
町
に
計
画
す
る
使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
調
査
受

け
入
れ
を
表
明
し
ま
し
た
。

ま
た
八
月
二
八
日
に
は
、
青
森
県
む
つ
市
に
あ
る
使
用
済
燃
料
の
中
間

貯
蔵
施
設
の
保
安
規
定
を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
認
可
す
る
な
ど
、
中
間

貯
蔵
施
設
に
関
す
る
報
道
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
使
用
済
燃
料
の
中
間
貯
蔵
と
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
施
設
の
目
的
と
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
し
ま
す
。　
　（
編
集
部
）

（出典：原子力・エネルギー図面集）
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管
す
る
方
法
で
す
。
乾
式
キ
ャ
ス
ク
は
円
筒

型
の
金
属
製
容
器
で
す
。
仮
に
転
倒
し
た
り

落
下
し
た
り
し
て
も
壊
れ
な
い
よ
う
、
厚
み

の
あ
る
頑
丈
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

乾
式
キ
ャ
ス
ク
は
、
使
用
済
燃
料
を
安
全

に
貯
蔵
す
る
た
め
、「
閉
じ
込
め
」「
臨
界
防

止
」「
遮
へ
い
」「
除
熱
」
と
い
う
四
つ
の
安

全
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

中
間
貯
蔵
施
設
自
体
は
水
や
電
気
を
使

用
せ
ず
に
、
空
気
を
換
気
さ
せ
る
こ
と
で
冷

却
す
る
機
能
が
あ
る
た
め
、
安
全
性
に
優
れ

た
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
電
所
施
設
の
内
外
に
あ
る
貯
蔵
施
設

使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
は
、
原
子
力

発
電
所
施
設
の
外
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

乾
式
貯
蔵
施
設
は
茨
城
県
東
海
村
の
日

本
原
子
力
発
電
東
海
第
二
発
電
所
内
に
あ

り
、
二
〇
〇
一
年
よ
り
運
用
・
貯
蔵
・
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
施
設
内
の
乾
式
貯
蔵
施
設
に

つ
い
て
は
、
四
国
電
力
の
伊
方
発
電
所
、
九

州
電
力
の
玄
海
原
子
力
発
電
所
、
中
部
電
力

の
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
も
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

施
設
外
に
つ
い
て
は
、
青
森
県
む
つ
市
に

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
〇
〇
一
年
四
月
に
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
に
よ
る
立
地
可
能
性
調
査
が

行
な
わ
れ
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
は
東
京
電

力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
か
ら
青
森
県
お
よ

び
む
つ
市
に
対
し
て
立
地
協
力
要
請
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
五
年
一
月
の
専
門
家
に

よ
る
安
全
性
チ
ェ
ッ
ク
・
検
討
を
経
て
、
安

全
確
保
の
考
え
方
に
つ
い
て
妥
当
で
あ
る

旨
が
知
事
に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
県
と
、
立
地
協
力
要
請
に
つ
い

て
、
県
議
会
・
各
市
町
村
長
、
青
森
県
原
子

力
政
策
懇
話
会
、
県
民
説
明
会
、「
使
用
済

燃
料
中
間
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
ご
意
見
を

聴
く
会
」
に
お
い
て
意
見
を
伺
っ
た
上
で
、

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
に
県
、
む
つ
市
、
東
京

電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
及
び
日
本
原
子

力
発
電
と
の
間
で
「
使
用
済
燃
料
中
間
貯
蔵

施
設
に
関
す
る
協
定
」が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
五
年
一
一
月
、
東
京
電
力
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
と
日
本
原
子
力
発
電
の
両
社

に
よ
り
「
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
貯
蔵
」
が
む
つ

（出典：四国電力HPより）
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変
更
許
可
申
請
を
行
な
い
、
二
〇
二
〇
年
一

一
月
に
許
可
を
受
け
ま
し
た
。
現
在
は
、
設

計
及
び
工
事
の
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
審

査
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
中
国
電
力

は
、
八
月
二
日
に
山
口
県
上
関
町
で
の
中
間

貯
蔵
施
設
の
建
設
に
向
け
た
調
査
を
、
関
西

電
力
と
共
同
で
上
関
町
に
あ
る
自
社
の
敷
地

内
で
行
な
う
意
向
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
上
関
町
で
臨
時
議
会
が
開
か

れ
、
西
町
長
が
調
査
を
受
け
入
れ
る
考
え
を

表
明
し
、
中
国
電
力
側
に
回
答
し
ま
し
た
。

海
外
で
の
中
間
貯
蔵
施
設
の
現
状
は

海
外
で
も
使
用
済
燃
料
の
貯
蔵
が
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。
一
九
八
〇
年
以
降
、
ド
イ

ツ
で
最
初
の
乾
式
の
中
間
貯
蔵
施
設
が
実

用
化
さ
れ
、
ス
イ
ス
で
も
乾
式
の
詰
め
替
え

設
備
を
有
す
る
中
間
貯
蔵
施
設
が
実
用
化

さ
れ
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
地

下
式
の
湿
式
貯
蔵
施
設
が
実
用
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
日
本
で
も
採
用
さ

れ
て
い
る
金
属
キ
ャ
ス
ク
で
の
保
管
だ
け

で
な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
キ
ャ
ス
ク
に
よ
る

保
管
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
世
界
一
の
原
子
力
発
電
所

の
基
数
を
持
っ
て
お
り
、
使
用
済
燃
料
を
リ

サ
イ
ク
ル
し
な
い
直
接
処
分
す
る
選
択
を

取
っ
て
い
ま
す
。
処
分
場
の
選
定
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
さ
ま
ざ

ま
な
貯
蔵
方
法
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
一
環
と

し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
キ
ャ
ス
ク
が
実
用
化

さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
キ
ャ
ス
ク
は
、
金
属
キ
ャ

ス
ク
や
他
の
方
式
に
比
べ
て
安
価
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

保
存
容
器
で
あ
る
キ
ャ
ニ
ス
タ
の
溶
接
部

の
応
力
腐
食
割
れ
の
発
生
な
ど
、
い
く
つ
か

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
実
用

化
に
至
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
で
も

同
問
題
に
つ
い
て
は
評
価
が
必
要
で
あ
る
、

と
の
認
識
が
あ
り
、
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
後
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
伴
い

使
用
済
燃
料
が
発
生
す
る
た
め
、
中
間
貯
蔵

施
設
に
つ
い
て
の
重
要
性
は
、
ま
す
ま
す
増

加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

二
〇
〇
七
年

三
月
、
リ
サ
イ

ク
ル
燃
料
貯
蔵

は
国
に
事
業
許

可
申
請
書
を
提

出
し
、
二
〇
一

〇
年
五
月
に
経

済
産
業
大
臣
に

よ
り
許
可
さ

れ
、
貯
蔵
建
屋

が
二
〇
一
三
年

八
月
に
完
成
し

ま
し
た
。
同
年

一
二
月
に
核
燃

料
施
設
等
に
係

る
新
規
制
基
準

が
施
行
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
二

〇
一
四
年
一
月
、

原
子
力
規
制
委

員
会
に
対
し
、

新
規
制
基
準
適

合
に
係
る
事
業

追 跡 原 子 力

（Keystone/ 時事通信フォト）

●スイス　アールガウ州ヴュレンリンゲンにある中間貯蔵施設


